
 

 

  

≪ＪＡ山口県 南すおう地域のイチジクについて≫ 

「イチジク」は比較的安定して高収益が見込めるため、地域の推奨品目の 

一つです。JA山口県 田布施イチジク部会では、意欲ある生産者が協力し、 

イチジクの共同販売を実施しています。 

 
栽培地域：柳井市、平生町、田布施町、光市大和地区 

栽培戸数：１８戸（うち女性主体の園：５戸）、栽培面積：約１．３ｈａ 

出荷時期：７月上旬～１０月下旬 

出 荷 先：県内市場、地域直売所等 ※量販店との相対取引、販促活動を実施 

パック詰めできない規格外品も、加工用原料として出荷可能です      部会の勉強会の様子 

≪田布施イチジク部会について≫ 
・部会員全員がエコファーマー認定を受け、環境に優しい農業に取掲組んでいます 

・栽培講習会の開催や、部会員同士でお互いの畑の状況を確認し、意見交換を行う勉強会を行い、栽培技術

の向上を図っています 

栽培品種 果実 特長 

桝井ドーフィン 

（ますいどーふぃん） 

 
・大玉(80～200ｇ/果)で、果肉は水分が多く柔らかい 

・酸味は少なく、あっさりした味わい 

・秋になると甘味が増す 

・糖度は 12～15度 

蓬莱柿 

（ほうらいし） 

※1､※2 

 
・桝井ドーフィンよりやや小玉(60～100ｇ/果)の品種

で、果肉はしっかりしている 

・甘味と酸味があり、ドーフィンに比べ濃厚な味わい 

・出荷期間後半は皮や果肉が硬めになり、歯応えがある 

・糖度は 14～16度 

ビオレー・ソリエス 

 ・熟れごろになると果実の目の部分に蜜が溜まる 

・糖度（16～20度）が高く、果肉も柔らかい。 

蜜のような風味が感じられる 

・栽培方法が難しく、生産量は極めて少ない希少品種 



 

≪イチジク栽培について≫ 

★初心者向け栽培講座「イチジク栽培大学」で、年間の作業が学べます（座学+見学等） 

★部会加入を目指す方は、イチジク部会・JA・農林水産事務所が栽培技術の習得をサポートします 

 

作付の概要 

・水はけが良く、水やりもできる、日当たりの良い畑に植え付けます。 

・春先に植え付け（挿し木）し、１年目は樹の幹を作ります。２年目から果実の収穫が可能です。 

・収穫期間は２～３か月の間になりますが、毎朝の収穫が必要です。 

・果実品質保持のため、ハウス・雨よけ栽培をお勧めします。 

露地栽培も可能ですが、果実品質・収穫量は８～９月の天候に大きく左右され、不安定なものになります。 

 ・品種にもよりますが、年３～８回程度の防除（農薬散布）が必要です。 

 

 
 

≪売上のイメージ≫ ※導入する施設の内容により、経営費は大きく変動します 
・1.5a（間口６ｍ×奥行２５ｍのハウス）の経営収支シミュレーションです。※施設の費用は含んでいません 

※蓬莱柿は樹形の完成に年数を要するため、３年目を掲載 

★各販売先からイチジクの需要が高まっており、価格も安定しています！ 

 

★イチジク栽培を通じて私たちと一緒に南すおう地域を盛り上げましょう！ 

桝井ドーフィン(無加温ハウス1.5a) 収穫１年目 2年目

出荷数量（450gパック） 400パック 1,110パック

R5ドーフィンパック単価（円／パック） 348 348

売上 ¥139,200 ¥386,280

肥料代 24,400 24,400

農薬代 8,815 8,815

諸材料費 27,303 27,303

動力光熱費 3,141 3,141

包装資材費 14,000 37,740

手数料 5,568 15,451

経費合計 ¥83,226 ¥116,850

経営収支 ¥55,974 ¥269,430

生産費

販売費

蓬莱柿(雨よけハウス・1.5a) 収穫１年目 3年目

出荷数量（300gパック） 140パック 580パック

R5蓬莱柿パック単価（円／パック） 303 303

売上 ¥42,420 ¥175,740

肥料代 2,375 2,375

農薬代 5,099 5,099

諸材料費 5,709 5,709

動力光熱費 657 657

包装資材費 4,060 16,820

手数料 1,697 7,030

経費合計 ¥19,597 ¥37,689

経営収支 ¥22,823 ¥138,051

生産費

販売費


